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示するものであり、国際専門誌 Biochemical and Biophysical Research Commu
nications 第453巻 第1号 81-85頁（2014年発行）に掲載された。 
従来、METの血糖降下作用は、主に肝臓におけるインスリン感受性改善とそれに
伴う糖新生の抑制によるものと考えられてきた。これに対して、本論文は、METが
骨格筋AMPKの活性化を介して血糖降下作用を発揮する実験的証拠を新しく提示
したものと位置づけられる。また、本論文は、作用機序に不明な点が多かったSAL
の血糖降下作用についても、骨格筋AMPKの関与を示す実験的証拠を新しく提示し
たものである。このように、本論文は、ともに抗糖尿病作用を持つ運動とMET及び
SALとの間に「骨格筋AMPKの急性的活性化」という共通機序が存在する可能性を
提唱した独創的かつ学術的意義の高いものであり、人間・環境学研究科 認知・行動
科学講座 身体機能論分野の研究として高く評価できる。 
よって、本論文は博士（人間・環境学）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成27年1月16日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結
果、合格と認めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認め
る。 
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